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企 業 D A T A

連 絡 先

■ 学 生 か ら 見 た 魅 力 【重視している人材育成ポイント】

代 表 取 締 役 社 長   小 澤 俊 孝

最近の雇用状況
（30歳未満の若年雇用者）
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5
2

23年度
2
4

24年度
4
4

採用人数
離職者数

製
造
業

この会社を選んだ理由は、当社で働いていた友人から話

を聞き、「こんな技術レベルの高い会社で働きたい！」

と思ったからです。

仕事の話をすると、誰からも必ず「中子って何？」と言

われます。そんな誰も知らない仕事というのは、当たり

前じゃなくて面白いと思います。作業中は熱いし、製品

は重く、体力的にはキツいですが、イメージした通りの

中子が出来た時は凄く気持ちが良く、達成感もあり、日々

自信を積み上げています。今では後輩の指導もしていま

すが、後輩に分かりやすい言葉を考えて教えることで、

自分も勉強になります。

このように成長出来たのも、社長がよく口にする言葉で

もあり、会社の行動指針でもある「自己責任」のおかげ

だと思います。中子の仕事は目に見えない分、自分で想

像して、考えながらしなければなりません。また、技術

力の高い企業イメージを損ないたくないと思い、今は常

に自己責任の上で取り組む事を肝に命じています。それ

が、仕事に対してのプライドに繋がっています。

「中子って何？」
誰も知らない仕事だから面白い！

株
式
会
社
大
勢
シ
ェ
ル
は
、
松
江
市
揖
屋
に
あ
る
鋳
造
用
中
子
の

製
造
会
社
で
す
。
中
子
（
な
か
ご
）
と
は
、
鉄
を
溶
か
し
て
型
に

流
し
込
ん
で
固
め
る
「
鋳
造
」
に
使
う
鋳
型
の
一
種
で
す
。
そ
の

よ
う
に
し
て
出
来
上
が
っ
た
製
品
を
鋳
物
（
い
も
の
）
と
言
い
ま

す
が
、
中
に
空
洞
が
あ
る
鋳
物
を
造
る
時
、
そ
の
空
洞
に
あ
た
る

部
分
と
し
て
鋳
型
の
中
に
は
め
込
む
も
の
が
中
子
で
す
。
こ
れ
ら

の
鋳
型
は
特
殊
な
砂
で
で
き
て
い
ま
す
。

こ
の
中
子
は
、
古
代
か
ら
鋳
造
に
欠
か
せ
な
い
技
法
と
し
て
伝
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
出
雲
の
地
で
数
多
く
の
銅
鐸
が
出
土
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
そ
れ
を
物
語
っ
て
お
り
、
現
代
で
も
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
も
の
づ
く
り
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。

当
社
で
は
、
特
に
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
鋳
造
の
時

に
使
う
中
子
の
品
質
に
よ
っ
て
、
取
引
先
で
そ
れ
を
使
っ
て
製
造

さ
れ
る
鋳
物
の
品
質
が
左
右
さ
れ
ま
す
。
高
品
質
な
中
子
を
提
供

す
る
当
社
は
、
鋳
物
を
造
る
取
引
先
か
ら
、「
難
度
の
高
い
仕
事
を

頼
む
な
ら
大
勢
シ
ェ
ル
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
、
全
国
で
ト
ッ
プ

テ
ン
ク
ラ
ス
の
生
産
量
を
誇
る
企
業
と
な
っ
た
の
で
す
。

中
子
製
造
は
、
自
動
車
部
品
、
建
設
関
連
、
農
業
機
械
、
船
舶
関
連
、

油
圧
関
連
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
が
、
と
り
わ
け
多
い
仕
事
は
自

動
車
部
品
関
連
で
、
２
０
１
３
年
７
月
に
は
過
去
最
高
の
出
荷
高

を
記
録
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
子
製
造
に
関
連
す
る
機
械
を
社
内

用
に
自
社
開
発
し
た
と
こ
ろ
、
社
外
か
ら
評
判
が
良
く
、
国
内
外

か
ら
も
発
注
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
澤
俊
孝
社
長
は
、「
下
請
け
感
覚
を
捨
て
、
技
術
を
提
案
出
来
る

よ
う
に
研
究
し
、
業
界
の
不
自
由
に
取
り
組
む
姿
勢
が
大
切
」
と

教
え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
「
品
質
が
最
大
の
営
業
」
と
自
信

を
持
っ
て
言
え
る
の
で
す
。

中
子
は
多
く
の
鋳
物
製
造
に
使
わ
れ
、
中
子
が
な
け
れ
ば
自
動
車

も
半
導
体
製
造
装
置
も
造
れ
ま
せ
ん
。
精
密
さ
が
必
要
な
上
に
、

出
来
上
が
っ
た
鋳
型
の
中
に
納
め
ら
れ
る
た
め
、
鋳
物
の
製
造
中

は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
溶
け
た
鉄
が
流
れ
込

ん
で
固
ま
る
か
な
ど
を
考
え
る
、
高
い
想
像
力
と
技
術
力
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。

小
澤
社
長
は
商
業
系
の
学
校
出
身
で
し
た
が
、「
も
の
づ
く
り
」
が

好
き
で
、
中
子
製
造
の
も
つ
「
目
で
は
見
え
な
い
」
面
白
さ
と
技

術
の
世
界
に
ど
ん
ど
ん
魅
了
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。「
一
見
ロ
ー
テ

ク
だ
が
、
進
化
し
続
け
る
最
先
端
の
仕
事
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

そ
こ
が
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
」
と
小
澤
社
長
は
言
い
ま
す
。
鋳
物
の

空
洞
を
形
作
っ
て
い
た
中
子
自
体
は
、
鋳
物
製
品
が
出
来
る
と
同

時
に
崩
さ
れ
、単
な
る「
砂
」に
戻
り
ま
す
。こ
の
残
ら
な
い
仕
事
は
、

い
わ
ば
も
の
づ
く
り
の
「
黒
子
役
」
で
あ
り
、
精
密
な
鋳
物
製
品

を
残
し
て
消
え
て
行
く
中
子
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
の
で
す
。

社
員
に
対
し
て
は
、「
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
」「
生
き
る
力

を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
」「
自
分
で
判
断
し
て
、
自
分
の
道
は
自
分

で
切
り
開
い
て
ほ
し
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。「
社
員
が
成
長
す
る

為
の
チ
ャ
ン
ス
は
い
く
ら
で
も
与
え
る
」
と
、
と
小
澤
社
長
は
話

し
ま
す
。
し
か
し
、
社
員
に
は
あ
れ
こ
れ
言
い
ま
せ
ん
。
放
任
に

見
え
る
ほ
ど
で
す
が
、
社
員
に
日
々
目
を
向
け
、
見
守
っ
て
い
る

姿
か
ら
、
小
澤
社
長
の
愛
情
を
感
じ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
社
員
一

人
一
人
が
自
然
と
責
任
感
を
身
に
付
け
、
成
長
が
出
来
る
の
で
す
。

「
品
質
が
最
大
の
営
業
」
技
術
を
磨
き
、

真
面
目
に
真
剣
に
取
り
組
む

株
式
会
社
大
勢
シ
ェ
ル
●
松
江
市

松原広樹
製造部

「自分の道は自分で切り開く事！」「その
ためのチャンスならいくらでも与える。」
と話す小澤社長が印象的でした。
中子の仕事は目に見える物ではなく、想
像力と技術力と勘が必要だと知り、自分
を信じないと出来ない仕事だからこそ、
自己責任を大切にしているんだと感じま
した。高い技術力を必要としたものづく
りに興味を持っているなら良い企業だと
思います。若い社員も多く、仕事で分か
らない事などを気軽に聞ける雰囲気です。
入社したら、高い技術と責任感を身につ
けたいと思います。

資本金●1,000万円
従業員数●79名（平均年齢39.8歳）
設立●1973年
売上高●7億5,000万円
事業内容●鋳造用中子（鋳型）の製造、シェル
中子造型装置、他、開発、製造
初任給（基本給）●15万円
保険●雇用・労災保険、健康保険、厚生年金
福利厚生●昇給年1、賞与年2、退職金制度、育
児・介護休業、社内イベント
休日休暇●年108日、有休、計画的年次有休

　年3～5日、特別休暇

〒699-0101　島根県松江市東出雲町揖屋
3526-4
TEL.0852-52-5218
URL.http://www.t-shell.co.jp

判断力

想像力 たくましさ

技術力

責任感

ロ
マ
ン
と
、
ワ
ク
ワ
ク
と
、

た
く
ま
し
さ

中
子
の
仕
事
は
黒
子
役
！

最
後
は
消
え
て
無
く
な
る
仕
事
。

そ
こ
に
こ
そ
ロ
マ
ン
が
存
在
す
る




